
脳卒中・循環器病

市民公開講座

第15回 亀山市

テーマ

しびれ・動悸・物忘れ・・・
それ、放っておいていいですか？

主催：鈴鹿回生病院 共催：鈴鹿中央総合病院 後援：亀山医師会 亀山市 日本脳卒中協会三重県支部

とき

令和7年10月26日（日）

13：00～16：00

ところ

亀山市文化会館 大ホール

亀山市東御幸町63番地

【プログラム】

座長： 亀山市立医療センター 院長 谷川 健次先生

講演① 「しびれ・物忘れから考える脳の病気について ～脳卒中と認知症～」
鈴鹿回生病院 脳神経内科 堀 真梧 先生

講演② 「脳ドックの活用」
鈴鹿回生病院 院長 脳卒中センター長 脳神経外科 荒木 朋浩先生

講演③ 「動悸・息切れ・・・それ、放っておいていいですか？」
鈴鹿中央総合病院 院長 循環器内科 北村 哲也先生

講演④ 「脳卒中のリハビリテーション ～ 地域完結型医療を目指して ～」
鈴鹿回生病院 リハビリテーション科部長・院長補佐 福田 亜紀先生

【管理栄養士による健康相談】
あなたの味覚は大丈夫？
自分の味覚力を知ろう！！

甘味、塩味、酸味、旨味、無味をチェックします。

大ホール入口にて行います
開始 12：00 ～

入場無料どなたでも参加いただけます


